
診調粗慢－2   

参考 3  

1さ；．9．13  
（別紙様式21）  

平成   年   月分  
医療区分・ADL区分に係る評価票  

各頂引こついて評価を行い、該当日にチェック印を入れる。但し、担度力囁められていない項眉については☆欄にチェックする。  

1スモン  

2雷販び看法舶により、鞘、監視及び管Ⅰ柁実軋ている状  
3 中心静脈栄誌考案施している状態  

4 24時間持抗して点滴を実施している状態  

5 人工呼眼器を使用している状態   

6ドレーン法文は脂腰召しくは腹腔の洗浄を芙施している状態  

7文は気管内挿酌愉つれており、かつ、珊を  

8 酵素療法を実施している状態   

9 感染症の治厨の必要性から暗郡空での管理を実施している状態  

l〔∴ここ；：：．・∴∵ 
．  

日日ロロロ日日日日口日日日日ロロロロ0ロ日日日日日日ロ臼0日ロ  

川∬＝〕川」川脚川．仙．糾L汀、】ロⅢ1日l］！コ［耶1rlⅢ］！］ぎ］  
川1し汀lⅢ甘冊】〔川【〕i］［；し1t］肛川旧n川］l〕l．〕口l］！］∪  
口0日ロロ00ロ日日日日000□□00□□□00ロロロロ00日  

日日日日ロロ日日ロロ日日ロロロロロロ日日日日ロロロロロロロ日日  

0□Bロロロ日日日日Oロロ0［旧000ロ日日Dロロ00ロ000  

□O日日n日日臼0ロロ0日日日日日80ロ日日0日0日□ロロロ0  

ロロロロロロ0日ロロロ00日DOロロロ0日DDOロ0ロロロ0［】  

医療区分3の喜姦当甜白日0口  
11州「l！」  ロ0［旧臼0日ロロロロロ  uum．＝∬にけ〕しil」［j  

Ⅱ医療区分2  各項目について評価を行い、該当日にチェック印を入nる8但し、頻度が定められていない項目については☆欄にチ工ツクする。  
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11訪ジストロフィー症   

12多発性硬化症   

13措縛性側索硬化症  

パーキンソン病間違疾患（進行性抜上性隔鋳、大隠故買茎直接変性偏、  
†4月■一書ツリニ礪（ぷづン…の重症度分朋カリラーy3以上であって生題腱方∂手書度  
が】正文は皿度の状態に咽る。））  

15その他の難病（スモン及び12～14までを除＜。）  

肖髄損虜（頭花芽長嶺菅原因とする麻痛が四肢すべてに占認められる  
1孟合に限る。）  

17彗筈聖霊芸讐宗冨 
． 

18霊芸漂急さ蒜㌘㌢築写の奥剤投与による痙塙コントロ‾ルが必  

19肺炎に対する治療を実施している状態  

20尿路感染症に対する治療を実施している状態  

・・：i■－、－∴ 、：、－・ ■こ、、－、 －  

22脱水に対する治療を実施している状態  

23消化管等の体内からの出血が反復総括している状憩  

24挽回の嘔吐に対する治療を実施している状苛  

25漂彗覧詣歪芳雪害誘致吉誌孟禁去≡空軍宗㌘㌢染矢が沈め帥る  

祖霊巴讐票慧忘よる下肢末端の開放創に対する治療を実  
27せん妄に対する治療を実施している状態   

28うつ症状に対する治療を乗施している状態  

29他苔に対する暴行が毎日認められる状態  

80志諾票去琵㌘徐式血液姐腹膜濯流又■註血坪交換療法窄実  

31雷雲畏雪芸忘漢等の棚栄財行われており、かつ、発効又は嘔  

321日8回以上の喀疲吸引を実相している状態  

33雪罠呈宴芸警㌣軍内挿即行われている状感（珊を伴  

34頻回の血糖検査を実施している状態  

Q5雷讐題雷監禁認諾誌左遥警告慧㌘富し＜店足部切層欄  

神綬悪病等の患看であって、平成18年6月30日において特殊  
36疾患痛鎮痛I東入院料2を帝達する痛様に入院している葱竃（医原  
区分3の語呂を隙＜ハ）  
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37宣⊆本診療料の施設基準等の別表繁五の三の三の患者  

医療区分2の鮎御り］描澗闇駅洞矧北消創1闘Ⅹ消矧甜祐闇創部ほ旧跡甜丑  

ⅢADL区分評価  
各項∃について原則月1回又は状態が変化レたときに亀甲悔し、該当目に評価点0～6）を記入する。1か月間を通じて変化のない嘘合は☆欄に記入する．  

☆   1 2  3  一】 5  占  7  8  9 10 1112 13 14 15 1ム 17 18 】9 罰21 22 23 2d 25 2占 27 28 29 30 3l  

ADL得点（合計得点0～24）ロ0日ロロロロロロロロロ日日日日日日0ロロロ0ロDロ0ロロロ0ロ  

Ⅳ言召知機能障音評価  
月1回又は状態が変化したときに評価し、該当田にCPSによるスコアを記入する。1か月間を通じて変化のない湧合は☆偶に記入する。  

☆  1 2 ：i 」 5  d  7 8  9 托ll】2】3 ト】】5 1占17 18 －9釣 2122 Zユ 24 ク5 クd 27 ク自 29 こシ】 3l   

CPS IG：）gnitivePerfcrmanceScale）  ロロロロロ0［氾0日00日ODOロ0ロ0ロ日日00ロ000ロ00  

患者の状憩像評価  Ⅰ～Ⅳの評価結果に基つき、患者の状態像評価を行い、該当日にチェック印を記入する。変化のない場合は☆掴に記入する。  

医療区分の評価   ADL区分の5平価   印知機能障害評価  

▼  ▼  ▼  ☆12 34 5 占 7 891011121314151＝71い9Ⅹ）2】22：汐封2S二払72829∽3l  
A  医療 区分  

3   日日日日日日日日0日ロロ8日日日ロ0日ロ目口ロロ00日ロ0［旧0   

B  
ADし 区分  

3一一2   

医療区分3の該当  

＝＝刷＝＝＝州いu＝＝＝‖ULl‖［旧刷u＝n＝＝Uしl＝用1  

医療 区分  
C  2   頃日担力く0で医療 区分2の抜当項日 数が11！しヒ  

区分 8  ADL得点 0～10   

8日日日日日日日000ロロ0〔】□0日ロ日日日0日日日DO□8日日  

蜘IJ欄草加醜 稗レ（CPS2以下】  日日ロ0日ロ日日ロ0日臼口臼8D80日ロ0日0日ロロロ0ロロロ0   

ADし 区分  

D  

医療 区分   医療1Ⅹ分評価3 

ODロロロロ0日日口0日000口0日0日00ロ日ロ日日ロロ000  
E    ロ   A 区分  

2′・一1   日日日日即［】日日日8日日日ロ00日0日日日日日ロロロロロ耶臼   

※）当該患畜に係る疾患又は状況等、ADL区分評価、穏和機能障害評価については、日ごとに、該当する全てのものについてチェックす   
ること。ただし、該当する疾患又は状態等について全て≡己載することが困難である場合にあっては、主となる疾患又ほ状態等のチェック  
でも差し支えないこと。  

主治医  （印）  

㊨   


